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病院において震災時の救急初療に必要な医薬品の量
の推計方法に関する研究





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1週間 2週間 3週間 4週間 合計
くくく！窒火口 121 53 48 31 253
物流活動 14 ? 5 3 23
輸送 9 0 1 1 凄1
保管 2 ? 2 1 6
荷役 1 0 2 0 3































































































































































































































































































































































































































0時 2時 4時 6時 8時 10時12時14時16時18時20時22時
平日 0．95 0．96 0．95 0．80 0．380250．31 0．27 0．380．640．79OB9
休日 0．92 0．93 0．93 0．88 0．680．49 0．500．41 0．520．730．83 ◎．9唾
表4，2．2　屋内人口滞留率（勤め先その他）
0時 2時 4時 6時　8時沁時 12時14時准6時紹時 20時22時
平日 0．02 0．01 0．01 0．04　0．310．43α28 α40　0．30」5 0」0　0．06

























































































10未満 0％ 0％ 0％
20 0％ 0％ 0％
30 0％ 0％ 0％
40 1％ 0％ 0％
50 2％ 1％ 0％
60 5％ 2％ 0％
70 8％ 4％ 1％
80 13％ 6％ 1％
90 壌8％ 9％ 2％
100 23％ 12％ 3％
????（??）
110 28％ 16％ 4％
120 34％ 19％ 5％
130 39％ 23％ 6％
140 44％ 27％ 8％
150 49％ 31％ 9％
160 54％ 35％ 11％
170 58％ 39％ 13％
180 62％ 43％ 15％
190 66％ 47％ 17％
200 69％ 50％ 19％
















































? ?，　PC2葬木遣建物内　滞貿人ロ ＝ 　P81膿内（在宅）滞留人〔｝ 　r髄一　　　　　　　l?ｉ　R2　　i＋　…　　葬木造建物の　；1住宅床面積購i 　　　PB2麗内（勤め先その地）　　滞留人口
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係数 標高の範囲地形分類 a b 下限 上限
山地 2．64 0 一 一
台地 2．00 0．28 遷Om 400m
扇状地 1．83 0．36 ｛5m 200m
自然堤防 194 0．32 5m 30m
砂州 2．29 0 一 一
谷底平野 2．07 0．15 10m 500m
三角州・旧河道 2．34 0 一 一


















































































































































































































































































































10防疫用鋼 局方クレゾール 500繭1 20
ヨウ化プラリドキシム（2（湘㈲ 20關｝ 511





































































































































































































一　名 用数 用量単・ 参　　規格 考　品名
中枢神経系用薬
催臨繍、隷≠蝋r　・∴　　　　　　　　　、‘、、 鰍紹類、、磁：1総・嬉∵説1渥灘総：漁1…ξ継誉照rρ「ワド 陛圏
1 抗不安剤 注射荊 ジアゼパム mg・ml・本10mg1管 セルシン注q〔㎞g）
2 ベンゾジアゼビン目凹鰻錘静導入麟 注射溺 ミダゾラム mrml・本10mg2m11管 ドルミカム注（K㎞9）
面白四丁…r 罷1…：塁ジ今髭・　慰二二二二・繧 ヌ、＼ 、つ。
3 プロビ才ン酸系消炎鋏痛剤 凹凹 ロキソプロフェンナトリウム 飼／園／a 60m感准錠） ロキソプqフェンナトリウム鍵i60m麟T）／ロキソニン錠
4 アントラニン酸系解熱消炎鎮痛潮 シロップ メフェナム酸 朗1／回／日 3、25％1r日1 メフェナム酸シロップ（32．脇g^mD／ポンタールシロップ
5 フェニル酸系消炎鎮痛剤 鹿競 ジク日フェナクナトリウム 個／回／日 12．5mg（鰹1）／25恥9（1煤j／5（鵬（魍）
ジクロフェナクナトリウム坐鋼
i12、5臨g1霞）／ボルタレン・サボ
6 ビラゾロン系解熱鎮痛潮 注射鋼 局方スルビリン注射液（25％） mg・m卜本 　　　　　．Pml／2ml（アンプ紛 メチロン注射液（25％）





































































































































































































































7 農腔内損簸（＋）（管腔臓器撰傷） 0．4％ 4本藁聖 ○鞠 ○難
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1 頭蓋内損傷（一） 8．2鶉 5
2 頭蓋内損傷（＋） 1．2覧 1
3 胸腔内損傷（一） 3．5％ 2
胸部外傷
4 胸腔内損傷（牽） 2．5％ 2































































3 胸腔内損鰯（一！ 2 8
胸銘外煽




















i【 脊髄掻傷（一｝ 9 3
鐸柱外傷




























L 顛萱内撰傷（一） 5 200 20G
鰻邸外傷
2 頭疑丙換傷（＋） 1 4 40
3 胸綾内揖傷（一） 2 80 80
胸鄙外傷
4 仮払内損傷（＋） 2 80 SO
5 腹睦内換傷（一） 6 240 240
旧都・体磐
@外傷















臨1 脊髄開白（一） 9 360 360
脊柱外傷


























1 頭蟄内損傷（一） 5 15 15 5
頭部外鰯
2 頭養跨擾傷（＋） 1 3 3 1
3 胸駿内損気（一） 2 6 6 2
駒部外傷
4 駒畿内損傷（＋） 2 6 6 2
5 腹腔内擾傷（一） 6 18 三8 6
腹部・体斡
@外麟
　鰻三内損傷（÷）6　（契賃職器檀傷） 1 3 3 i
7 腹腔内鎖傷（＋）
i蟹綾繊器擾傷｝
｝ 3 3 1
骨蟹・後駿
l外儲








? 脊髄嶺侮（一） 9 27 27 9
脊柱外傷



























… 頭簸炉顯傷｛一） 5 ヨ5 6 75
鍛痴外傷
2 頚藪四損傷（÷）
? 3 2 15
3 駒腔丙嶺旛《一｝ 2 4 30
膓灘外傷
4 胸睦内鼠傷（繕・｝ 2 4 3
5 腹腔内擾傷（一｝ 6 し8 12 8
蔽舗・体幹
@外傷
　鮫国内横傷（＋）6　（鍵質臓器擾傷） 1 3 2 15
7 腹腔内嫌協（＋）
i管腔臓器換傷）















1【 脊髄一儀（一〕 9 27 i8 63
脊按外傷
12 脊髄横傷（＋）






























2 凹凹内損傷（＋） 1 10豪4 10
3 駒腔内損煽（一） 2
胸部外儲










































】 頭聾跨携覇（一） 5 o羅3
頚都外煽
2 頭擾内韻傷（＋） 1























































　腹腔内野傷（＋＞6　（実質臓器損煽） ? 3 3 ? 1























合計 61 合計 5亘 合計 ?
95
















? ? L ? i
3 窮綾内損鍋（一， 2
絢静憐蟻











8 鈴盤資訴 3 4 32
　圏肢憐誉｝｛舞断・9　蛍臼．軟諺組嫌外郎）


















































































翰液 項．　　づ肖毒　　“ 破傷屋予防 鎮痛・ 、　麻酵、






























数量 292本 244（㎞i 244（㎞1 183本 183本 61本 183錠 葉22錠 915研9150mI180mg
・∴　　’＿一　．／詠、＿　　　．・品霞（使駕粥途溺に分顛）　　　　　　一　　“・　　さ一…・
外皮保護 心蘇生、 ・　　出面性ショック対応 その地．　．





























































































































5 頭釜石損傷（一） 82％ （WP蓋）×4
頭部外儀
2 頭蓋内損傷（＋） L2％ （WP2）X4
3 騰腔内撰傷（一） 3．5％ （WP3）×4
騰部外蕩
4 膓控内損傷（＋） 25％ （WP4）×4 ㌧























































































0時 2時 4時 6時 8時 10時12時14時16時18時20時22時
在宅 0．950．960．950．800．380．250．310．270．380．640．790．89
一鋤務先その他 0．020．010．0｛ 0．040．310．430．280．400．3 0．150．100．06
表　屋内人口滞留率（休日）
0時 2時 4時 6時 8時 10時12時14時16時綿時 20時22時
在宅 0．920．930．930．880．680．490．500．410．520．730．830．9唾
隔勤務先その他 0．020．010．0望 0．030．蓄3 0．230．で80．260．210．100．080．05
表　構造別床面積比率（木造） 表　構造別床面積比率（非木造）
木造 非木造
東京都 49．4％ 東京都 50．6％
その他3大都市圏 6｛．7％ その他3大都市圏 38．3％
地方圏 76．3％ 地方圏 23．7％
表　木造建物全壊率 表　非木造建物全壊率




10未満 0覧 0魅 0％ 0鶉 10未満 0％ 0％ 0％20 0覧 0偽 0％ 0鶉 20 0鶉 0％ 0％30 0％ 0覧 0％ 0鶉 30 0箔 0％ 0％40 偶 0鶉 0鶉 1鶉
50 40 0鶉 0％ 0％2鶉 税 0％ 3覧
60 5 2 0似 7α 50 0鶉 0％ 0％
0 8 最4 ｛胆 13製
80 13覧 6覧 ｛鶉 2G耗 、 70 1 0 1
90 i8麗 9％ 2鶉 29％ 80 2％ 0％ 2覧
100 23騰 12鶉 3鶉 38％ 90 3％ 偶 4％
llO 28覧 16鶉 4鶉 48％ 100 4％ 偶 5％
??（??）
｛20 34穐 19鶉 5鶉 58鶉
????
訓0 5％ 2騰 7％130 39覧 23鶉 6鶉 68％ 箋20 7覧 2鶉 9％
140 44覧 27鶉 8鶉 79％ ｛30 8％ 3％ 肩％150 49孫 31鶉 9鶉 89％ 140 9飴 3％ 董2％160 54鶉 35鵯 11覧 100垢 150 鷲％ 4％ 董5弱170 58魅 39鶉 13覧 110覧 160180 歪2％ 5％ 蓬7％62％ 43覧 15監 120％
190 66艶 17鶉 170 13％ 6％ 匪9鶉47髭 130覧
200 69鶉 50脇 ｛9監 138％ 180 14鶉 7％ 2偶
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大分類 中分類






2 蟻蓋内撰鰍＋） L2％ 10※4
3 胸腔内損傷（一） 35％
胸部外傷








4楽】 ○※且 ○崇聾 20※5
資盤・後腹
穴O儀








































外皮保護r 心蘇生 　、出斑性、Aショック雲拠、　　　　　　　　『 　　　㍗　　　　　　　　　　　　　　その他口ur 窒秩@　　、
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大分類 中分類
パック 本 本 本 本 本
?
本 本 本 本
? ?
1 頭藪内損傷（一） 82％ ○※3
頭部外傷
2 頭蓋内損傷（÷〉 12％
? 1 1 4
3 胸腔内損傷（一〉 3．5％ ○巌3
廟部外傷

































合計 100．0％ 合計 合計 合計 合計 舎計 合計 合計 含計 合計 合計 合計 合計 舎註i・ 合計 合針 合計
?
　※夏輸液は基本的に綴持液3号を使用し、患餐の状態により、代わりに乳酸リンゲル液、もしくは総持液｝号を使用する。
@※2騨議撰鰯がある場合に必要となる。
@※3患者の状態、受煽面積により使用量が異なる。
@※4皮霜の縫合の際に艇用する。
@※5チェストチューブの挿入時に使用する。
香F2つの外傷に1つの重傷者数が割り当てられている場合
馨羅褻毒 …鐵講難 購　鐸　難　難　繍灘P纒隷鍵羨　。繍　　　梅　　。＿　　　鷹、髪鞍早
×
÷
症状が重い外傷に使用する医薬品の品呂・量を採用する。
図6． 2． 5病院において震災時の救急初療に必要な医薬品の量の算出チャート（3／3）
107
6．3　病院における震災時の医薬品確保のための方策
　これまで述べてきたように、震災時の病院では、特定の医薬品の大量消費や交通網の不
通により病院への物資の供給が困難な状況により、治療に必要な医薬品の在庫不足が想定
される。そこで病院が、震災時に治療に必要な医薬品の在庫が不足しないようにするため
の方法として、本研究で述べた病院において震災時の救急初療に必要な医薬晶の量の推計
方法を述べた。
　しかし、病院によっては、震災時に備えて医薬品の備蓄を行っているため、必ずしも医
薬品が不足するとは限らない。そこで推計で求めた医薬品の量が、病院が最低限備蓄しな
ければならない医薬品の量としたとき、病院が震災時に備えて備蓄している医薬品の在庫
と比較した結果から次のような方策が考えられる。
　震災時に備えて病院が備蓄している医薬品の量が、推計でも求めた量よりも多い場合
には、病院が被災地内になければ、被災地への輸送用として在庫することや、被災地か
ら搬送された負傷者の治療用として利用する。
震災時に備えて病院が
備蓄している医薬品の量 〉
推計によって求められる病院において
震災時の救急初療に必要な医薬品の量
図6．3．1病院が備えている医薬品の量と推計によって求められた医薬品との比較した
　　　　　　結果、備蓄している量が多い場合
　震災時に備えて病院が備蓄している医薬品の量が、推計でも求めた量よりも少ない場
合には、不足している分の医薬品を備蓄することや災害発生後にヘリコプターを用いて
被災地外からの医薬品の輸送が考えられる。
震災時に備えて病院が
備蓄している医薬品の量 ＜
推計によって求められる病院において
震災時の救急初療に必要な医薬品の量
図6．3．2病院が備えている医薬品の量と推計によって求められた医薬品との比較した
　　　　　　結果、備蓄している量が少ない場合
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第フ章おわりに
　1章では、研究の目的、方法、用語の定義を明らかにし、既存研究の整理を行い研究の位
置づけを整理した。
　2章では、日本における災害対策について決められている法律、計画を明らかにし、災
害時のロジスティクスの考え方を明らかにした。
　3章では、震災時における病院の実態と物流の実態を文献調査から明らかにした。またそ
れらの文献調査から、病院が震災時に備えて備蓄する必要性を明らかにした。
　4章では、病院において震災時の救急初療に必要な医薬品の量の推計方法を明らかにした。
　5章では、推計方法を用いて、ケーススタディーを行った。
　6章では、』推計方法を用いて、数値を代入するだけで計算可能な算出チャートを作成し、
病院が震災時に備えて備蓄する医薬品の量と推計した量を比較した結果からとるべき方策
を明らかにした。
　本研究の結論として、震災発生直後に家屋の倒壊や棚の転倒、落下物などによって発生
した負傷者のうち、重傷者の容態を安定させるための救急初療に必要な医薬品の量の推計
方法を明らかにした。
　またその推計方法を簡便的に利用できるようにチャートを提案するとともに、推計によ
って求めた医薬品の量が病院で備蓄する量より多い場合、少ない場合について病院で考え
られる方策を述べた。
　今後の課題として、本研究では病院において震災時の救急初回に必要な医薬品の量をも
とめていることから、震災時の救急初療に必要な医薬品に限定せずに病院において震災時
に必要な医薬品の量について検討したい。
　また震災時には、医薬品だけでなく、食料や水等の病院で必要となる物資の推計方法に
ついて検討したい。
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